
平成２２年度当初予算 重点的な取組別概要 
＜重点事業＞ 

 

くらし４：安全・安心まちづくりのための重点的基盤整備（主担当部：警察本部） 

 

＜重点事業の目標＞ 

  県民の犯罪に対する不安を解消するためには、犯罪発生件数を減少させることはもとより、子

どもから高齢者までのあらゆる人びとが、心から「安全・安心」を実感できる地域社会を実現す

ることが求められています。 

  このため、県民に不安を与える凶悪犯罪等の徹底検挙や地域における犯罪抑止力を高めること

などを目的とした、ハード・ソフト両面の治安基盤整備を重点的に推進します。 

 

＜構成事業（担当部）＞ 

  （１）犯罪抑止の最前線拠点整備事業（警察本部） 

  （２）捜査支援システムの整備事業（警察本部） 

  （３）生活安全センターとしての交番機能強化事業（警察本部） 

  （４）犯罪のないまちづくり活動支援事業（警察本部） 

  （５）犯罪被害者が安心して暮らせる環境づくり推進事業（警察本部） 

 

＜重点事業の事業費＞                           （単位：千円） 

 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度 

策定時の見込額 ※1 405,011   411,000   403,000   409,000   

予算額等 ※2  377,227   352,596  398,194 390,059  

※1 第二次戦略計画策定時における計画記載額 

※2 H19,20 年度は決算額、H21年度は予算現額、H22 年度は予算要求額 

 

＜重点事業の数値目標＞ 

数値目標項目  H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度 

目標値 － 77％ 78％ 79％ 80％ 
凶悪犯の検挙率 

実績値 76.5％ 81.9％ 88.2％   

※ 凶悪犯（殺人、強盗、放火、強姦）について、１年間に認知した件数に占める検挙した件数の割合。暦年（１

月～12月）で把握しています。 

 

＜構成事業の目標＞ 

事業目標項目  H18 年度 H19 年度 H20 年度 H21 年度 H22 年度 
目標値 － 4/16地区 8/16地区 12/16 地区 16/16 地区 (1)治安拠点の重要整備

地区数（累計） 実績値 0/16地区 4/16地区 8/16地区   

目標値 － 4/14地点 11/14 地点 12/14 地点 14/14 地点 (2)凶悪犯罪等を検挙す
るための重要整備地点
数（累計） 実績値 0/14地点 4/14地点 10/14 地点   

目標値 － 82.5％ 
47/57 交番 

100％ 
57/57 交番 

100％ 
58/58 交番 

100％ 
58/58 交番 (3)全交番に占める交番

相談員の配置率 
実績値 

54.4％
31/57 交番 

82.5％ 
47/57 交番 

100％ 
57/57 交番 

  



 

目標値 － 5/18地区 10/18 地区 14/18 地区 18/18 地区 (4)犯罪情報の発信事業
整備地区数（累計） 実績値 0/18地区 5/18地区 10/18 地区   

目標値 － 50 人 100 人 150 人 200 人 (5)支援活動に従事した
地域住民の数 実績値 25 人 70 人 130 人   

    

＜進捗状況（現状と課題）＞ 

・ 凶悪犯の検挙率は、平成 19 年、平成 20 年には目標を達成しましたが、平成 21 年には９月末

現在で 65.7％となっています。 

・ 犯罪が増加傾向にある中で、コンビニ強盗等の凶悪犯罪などが多発しているほか、凶悪犯罪に

発展するおそれのある子どもや女性への声かけ事案等が後を絶たず、県民の日常生活を脅かして

います。 

・ このため、県民が「安全・安心」を実感できるよう、県民に不安感を与える凶悪犯罪等の検挙

活動や犯罪抑止対策を一層推進し、凶悪犯の検挙率を向上させるとともに、犯罪の総量抑制を図

ることなどが緊急の課題となっています。 

 

＜平成２２年度の取組方向＞ 

① 凶悪犯罪等をより迅速に検挙するため、初動警察活動を強化し、捜査支援システムの拡充など

を推進するほか、増加傾向にある街頭犯罪等を減少させるため、生活安全センターとしての交

番・駐在所等の整備と機能の充実をはかります。 

② 地域に密着した犯罪情報等の発信、自主防犯活動への支援等を推進するなどして地域と一体に

なった犯罪抑止対策に取り組みます。 

③ 犯罪被害者等への適切な支援のため、その支援体制等の充実を一層はかります。 
 

＜主な事業＞                 

① 犯罪抑止の最前線拠点整備事業 

  【基本事業名：32205 県民の安全を守る活動基盤の整備】（事業(1)） 

予算額：(21) １３８，２７５千円 → (22) １４３，２４０千円 

事業概要：高齢化が進んでいる地区、子どもや女性に対する声かけ事案等が多く通学児童や学

生が不安を抱えている地区などを対象に、犯罪抑止のための拠点となる交番・駐在

所を緊急に整備します。 

 

② 捜査支援システムの整備事業 

  【基本事業名：32205 県民の安全を守る活動基盤の整備】（事業(2)） 

  予算額：(21) １３４，４９７千円 → (22) １１４，０１３千円 

  事業概要：犯人をいち早く検挙し、被害者や地域住民の不安を早期に解消できるよう、犯罪が

多発する地域の主要道路に捜査支援システムを整備します。 

 

③ 生活安全センターとしての交番機能強化事業 

  【基本事業名：32201 みんなで進める安全・安心まちづくり総合対策の推進】（事業(3)） 

  予算額：(21) １２４，１０５千円 → (22) １２４，１１９千円 

  事業概要：地域の治安拠点である交番の全てに交番相談員を配置し、地域住民からの相談等に

適切に対応していくとともに、子ども等を見守る活動や、地域の犯罪情報を提供す

るなど、地域の「生活安全センター」としての交番機能を強化します。 

 



 

④ 犯罪のないまちづくり活動支援事業 

  【基本事業名：32201 みんなで進める安全・安心まちづくり総合対策の推進】（事業(4)） 

予算額：(21) ６，０３９千円 → (22) ５，９６０千円 

事業概要：地域住民や自主防犯団体等に対し、地域に密着したタイムリーな犯罪分析情報を発

信することで、防犯意識の高揚と自主防犯活動の活性化をはかります。 

 

⑤ 犯罪被害者が安心して暮らせる環境づくり推進事業 

  【基本事業名：32204 犯罪被害者支援対策の充実】（事業(5)） 

予算額：(21) １，６６１千円 → (22) ２，７２７千円 

事業概要：犯罪被害者情報を適切に管理、発信するとともに、地域において犯罪被害者支援に

携わる人材の育成に努めます。 

 


